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長崎市上下水道局規程第２３号 

 長崎市上下水道局就業規程の一部を改正する規程を次のように定める。 

  令和８年１０月６日 

長崎市上下水道事業管理者  片 江 伸一郎   

   長崎市上下水道局就業規程の一部を改正する規程 

 次の表により、改正前欄に掲げる規定の下線を付した部分でこれに対応する改正後欄に掲げる規定の下線部分があるものは、これを当該下

線部分のように改め、改正後欄に掲げる規定の下線部分でこれに対応する改正前欄に掲げる規定の下線部分がないものは、これを加える。 

改正後 改正前 

（特別休暇） （特別休暇） 

第１０条 職員が次の各号のいずれかに該当する場合は、当該職員

に対し、当該各号に定める期間の特別休暇を与えることができる。 

第１０条 職員が次の各号のいずれかに該当する場合は、当該職員

に対し、当該各号に定める期間の特別休暇を与えることができる。 

(1) ［略］ (1) ［略］ 

(2) 職員が裁判員、証人、鑑定人、参考人、被害者参加人等とし

て国会、裁判所、地方公共団体の議会その他官公署へ出頭する

場合で、その勤務しないことがやむを得ないと認められるとき

 必要と認められる期間 

(2) 職員が裁判員、証人、鑑定人、参考人等として国会、裁判所、

地方公共団体の議会その他官公署へ出頭する場合で、その勤務

しないことがやむを得ないと認められるとき 必要と認められ

る期間 
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(3)～(17) ［略］ (3)～(17) ［略］ 

［略］ ［略］ 

(18) 職員が公務又は通勤（地方公務員災害補償法（昭和４２年

法律第１２１号）第２条第２項及び第３項に規定する通勤をい

う。）により負傷し、又は疾病にかかつた場合で、その勤務し

ないことが相当であると認められるとき 医師の証明等に基づ

き、必要と認められる期間 

(18) 職員が公務により負傷し、又は疾病にかかつた場合で、そ

の勤務しないことが相当であると認められるとき 医師の証明

等に基づき、必要と認められる期間 

(19)～(24) ［略］ (19)～(24) ［略］ 

２～４ ［略］ ２～４ ［略］ 

   附 則 

 この規程は、公布の日から施行する。 


